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連 携
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
な
か

で
、
一
つ
の
市
や
町
が
、
暮
ら
し
に

必
要
な
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
整
備
す
る

こ
と
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
圏
域
の
中
心
市
の
都
市

機
能
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
中
心

市
と
近
隣
市
町
村
の
役
割
分
担
の
も

と
、
相
互
に
連
携
・
協
力
し
、
圏
域

と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

地
域
の
活
性
化
な
ど
必
要
な
生
活
機

能
を
確
保
し
、
魅
力
あ
る
圏
域
を
形

成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市
・
豊

浦
町
・
壮
瞥
町
・
洞
爺
湖
町
の
西
胆

振
６
市
町
で
は
、
平
成
22
年
に
『
西

い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
』
の
協
定
を
結

び
、
多
く
の
分
野
で
連
携
し
な
が
ら
、

医
療
機
関
同
士
で
診
療
情
報
を
共
有

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

病
院
や
診
療
所
な
ど
の
間
で
、
患

者
の
同
意
を
得
た
診
療
情
報
を
電
子

デ
ー
タ
で
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
現
在
、

西
胆
振
地
域
の
40
以
上
の
医
療
機
関

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

電
子
デ
ー
タ
の
共
有
に
よ
り
、
転

院
な
ど
の
場
合
で
も
、
継
続
性
の
あ

る
適
正
な
医
療
を
提
供
で
き
、
患
者

や
医
療
従
事
者
の
煩
雑
な
手
続
き
の

省
力
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

防
災
協
定
の
締
結

大
規
模
災
害
や
有
珠
山
噴
火
に
備

え
、
物
資
の
提
供
や
職
員
派
遣
、
被

災
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
西
胆
振
６

市
町
が
相
互
に
連
携
し
、
支
援
協
力

す
る
協
定
を
結
び
、
防
災
体
制
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広
域
観
光
の
推
進

全
国
有
数
な
温
泉
地
や
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
、
縄
文
遺
跡
群
、
工
場
夜
景

な
ど
特
徴
的
な
観
光
資
源
を
活
用
し

た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
開
発
す

る
と
と
も
に
、
北
海
道
登
別
洞
爺
広

域
観
光
圏
協
議
会
を
中
心
と
し
た
統

一
的
な
情
報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
行
う
な
ど
、
広
域
観
光
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市
の
図

書
館
で
は
、
図
書
情
報
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
り
、
各
市
の
利
用
者

カ
ー
ド
で
３
市
が
所
蔵
す
る
図
書
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
借
り
た
図
書
は
、
３
市
の

図
書
館
の
ど
こ
で
も
返
却
す
る
こ
と

が
で
き
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
を
形
成
し
た
平
成
22

年
に
約
20
万
人
い
た
人
口
は
、
平
成

27
年
に
は
約
19
万
人
に
な
り
、
今
後

も
減
少
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る

圏
域
の
魅
力
が
必
要
で
あ
り
、
今
年

３
月
に
は
新
た
に
取
り
組
む
分
野
を

追
加
す
る
な
ど
の
協
定
の
変
更
を
行

い
ま
し
た
。

今
後
、
新
た
に
連
携
し
て
い
く
取

り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
企
業
の
販
路
拡
大
支
援
の
取
り

組
み全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
優
れ

た
特
産
品
を
個
別
に
Ｐ
Ｒ
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
西

胆
振
地
域
の
特
産
品
と
し
て
発
信
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活

用
や
全
国
各
地
の
商
談
会
へ
の
出
展

な
ど
、
地
元
企
業
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

西
胆
振
全
体
で
支
援
す
る
こ
と
で
、

発
信
力
を
強
化
し
販
路
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

※�

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
ア
イ

デ
ア
の
実
現
な
ど
の
た
め
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定

多
数
の
人
か
ら
の
出
資
や
協
力
を

募
る
手
法
で
す
。

『
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
』
を
通
じ

た
多
世
代
の
移
住
促
進
の
取
り
組
み

西
胆
振
地
域
は
、
医
療
・
介
護
が

整
っ
て
い
る
移
住
候
補
地
と
し
て
、

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
元

気
な
高
齢
者
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
）

を
は
じ
め
と
す
る
多
世
代
の
移
住
促

進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
『
日
本
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
・
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
』

に
圏
域
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

５
月
に
は
、
６
市
町
に
よ
る
『
西

い
ぶ
り
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
推
進

協
議
会
』
が
発
足
し
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
構
想
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

新
た
な
取
り
組
み

　医療や商業など一定の都市機能
を有する『中心市（＝室蘭市）』
と近隣の市町が協定を結び、連携
と役割分担のもと、『定住』に必
要な諸機能を確保するとともに、
地域資源を活用した経済の活性化
と交流の促進を図り、圏域として
魅力あふれる地域の形成を目指す
ものです。

定住自立圏とは？

洞爺湖町

豊浦町

伊達市

伊達市

壮瞥町

登別市
室蘭市

▲西いぶり定住自立圏の構成市町

住
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
と
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

▲�多様なニーズに応え、さまざ
まな本を設置している『市立
図書館アーニス分館』

18� 西いぶり定住自立圏の取り組み


